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⽇本はどうして弱⼩国家の振りを続けているのだろうか。

国際政治学者のグレンコ・アンドリーは、戦後⽇本の基本原則である「吉⽥ドクトリン」があったお陰で、⽇本の軍事⼒は⾼まる
ことがなかったと指摘する。この時代の、⽇本における真の安全保障とは何だろうか。

※本稿は、グレンコ・アンドリー 著『NATOの教訓』（PHP新書）の内容を、⼀部再編集したものです。

 

戦後、⽇本を国際関係の「弱者」「⼩国」として固定させたのは、いわゆる「吉⽥ドクトリン」である。

吉⽥ドクトリンとは、安全保障をアメリカに依存することで、軽武装を維持しながら経済の復興、発展を最優先させることによっ
て、国際的地位の回復を⽬指した戦後⽇本の外交の基本原則である。

アメリカは朝鮮戦争勃発のため、⽇本に軍事費増加を要求したが、吉⽥茂⾸相は⽇本国憲法第９条を盾に、この要求を拒否した。

吉⽥⾸相が退陣した後も、吉⽥ドクトリンの路線は⽇本に定着した。安全保障をアメリカに任せたおかげで、⽇本は復興や発展に
集中でき、⾼度経済成⻑を成し遂げて世界第２位の経済⼤国となった。吉⽥ドクトリンに基づく⽅針はおおむね現在も続いてお
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り、多くの⼈から評価されている。

それでは、実際に吉⽥ドクトリンは正解だったのだろうか。⽇本が⾼度経済成⻑を成し遂げたのは紛れもない事実だから、成功だ
という意⾒は理解できる。

⼀⽅、吉⽥ドクトリンが⽇本の⾜枷になっていることもまた、事実である。主権を回復してから70年近く経っているにもかかわら
ず、⽇本は憲法９条を改正できず、⾃国の防衛、安全保障政策を⾃主的に制限している。

もしあの時、アメリカの要求通り軍事費を増やしていれば、その後の再軍備も現実的になり、今の⽇本は⾃⽴した軍隊を持つ「普
通の国」になっていた可能性が⾼い。

 

吉⽥ドクトリンが妥当だったかについては、やはり議論の余地がある。百歩譲って、吉⽥⾸相の在任当時は経済の復興を⼀刻も早
く実現する⼿段として合理的な判断だったとしても、その後もずっと⽇本の安全保障政策の基本になっている状態は明らかにおか
しい。

吉⽥⾸相⾃⾝も、再軍備の拒否と復興、発展の最優先を敗戦直後に置かれた状態を踏まえた上で決断したと思われ、同じ状態が未
来永劫、続くことは想定しなかっただろう。

「21世紀の⽇本は⼩国として、⼤国の中国やアメリカ、ロシアとバランスを取りながらうまく付き合う」という⽅針は、驚くべき
ことに今でもかなりの⽀持を集めている。実際⾃⺠党から共産党まで程度の差はあれども、国政政党が軒並み⼩国路線を⽀持して
いる

しかし、これでいいのだろうか。まず⾔えることは、⼈⼝が１億⼈以上で、世界第３位のＧＤＰの国は、どう⾒ても「弱⼩国」で
はない。弱⼩ではない⽇本がなぜ「弱⼩国」の振る舞いをしなければならないのか。

⽇本は東アジアにある。隣に中国とロシアのような凶暴な軍事⼤国と、⽇本⼈を拉致する犯罪国家の北朝鮮がある。このような地
域に位置すれば、弱⼩国は必ず危険に晒される。仮に直接の軍事侵攻を受けなくても、隣国に振り回される運命を免れない。

実際にいま⽇本の領⼟はロシアと韓国に不法占領されており、尖閣諸島も中国に狙われている。中国をはじめ、近隣諸国は⽇本の
外交・内政問題への⼲渉を繰り返している。

この状態で、⽇本が弱⼩国として振る舞うことは決して許されない。今は当たり前の平和な⽇常が破壊されても構わないなら、そ
のままでもいいのかもしれない。だが、現在の暮らしを守りたいなら、弱⼩国の振る舞いを続ける余裕は、⽇本にはもうない。

次のページ
 アメリカに"⽇本を守る気になってもらう"ために >
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筆者は、地政学的な思考としては「親⽶」を選ぶ。そして「⽇本の安全保障政策の基本は、⽇⽶同盟を軸にした親⽶路線しかあり
得ない」とも考えている。

しかし、戦後復興を成し遂げた後もなお吉⽥ドクトリンを続ける路線は、決して親⽶ではない。さらに⾔えば、それは対⽶従属で
すらない。もし⽇本が本当に対⽶従属であれば、アメリカの要望通りある程度の再軍備を実⾏したはずだ。

再軍備を拒否した時点で、⽇本は対⽶従属の国ではない。現在でも吉⽥ドクトリンを⽀持している論者には、アメリカに対する愛
も尊敬も、執着もないといえるだろう。⾃分で⽣活を守る努⼒をせず、ただ楽をしたいためにアメリカを利⽤しているだけであ
る。

吉⽥ドクトリンの⽀持者は、「いざというときにアメリカは⽇本を守ってくれる」と⾔う。それを批判する反⽶左翼は「話し合え
ば分かり合える」と⾔う。さらにそれらを批判する反⽶保守は「アメリカは絶対に⽇本を守ってくれないから、対⽶⾃⽴しかな
い」と⾔う。しかし、全部間違いなのである。

吉⽥ドクトリンの⽀持者と反⽶左翼は「⽇本が努⼒しなくても済む」という点で共通している。また、反⽶左翼と反⽶保守は「ア
メリカとの同盟は要らない」という点で共通している。

さらに、いずれの⼀派も「アメリカが⽇本を守る気になるように、⽇本は今まで何か努⼒をしたのか」「アメリカが⽇本を守る気
になるように、どうすればいいのか」を真剣に考えていない、という点で共通している。

実際の安全保障において、「アメリカは⽇本を守る」「守らない」という議論は無意味であり、現状に何の影響も与えない。

むしろ「アメリカが⽇本を守る気になるために、何をすればよいか」を語る議論こそ現状に影響を与え、⽇本の安全保障に役⽴つ
可能性が⼗分にある。

⽇本は、今までアメリカが⽇本を守る気になるための努⼒をせずに、⽇⽶安保の条⽂だけに⽢えてきた。条約の条⽂は⼤事だが、
それが全てではない。実際に各時代の政権が条約をどう運⽤するかが重要である。当然、⽇⽶安全保障条約も例外ではない。

 

⽇本⼈が⽇⽶安保条約の第５条（「各締約国は、⽇本国の施政の下にある領域における、いずれか⼀⽅に対する武⼒攻撃が、⾃国
の平和及び安全を危うくするものであることを認め、⾃国の憲法上の規定及び⼿続に従つて共通の危険に対処するように⾏動する
ことを宣⾔する」）の条⽂に頼るだけの態度を続けるなら、いずれアメリカも条⽂を守る気にならず、条約が形骸化する恐れがあ
る。

 アメリカが⽇本を守る気になるには、まずは⽇本が国防のための努⼒を⾏い、少なくともアメリカが諸同盟国に要求する防衛費
の対ＧＤＰ⽐２％の予算を実現し、アメリカの地政学的な戦略に付き合う必要がある。

反⽶左翼と反⽶保守は「対⽶従属」と⾔うであろうが、これは従属ではない。⽇本の国家安全保障を確⽴するために必要な外交政
策であり、何よりも⽇本の国益に適うのだ。

吉⽥ドクトリンに基づく外交を続け、⽇⽶安保条約の条⽂だけに頼っても、⽇本の主権と独⽴を守ることはできない。また、左右
の反⽶主義者の極論を聞いても、⽇本は危うい道を歩むだけだ。

今の⽇本に必要なのは、防衛費の倍増と再軍備だ。複雑かつ危険極まる現代の世界において、危機はいつ、どこから迫ってくるか
全く予測できない。
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不測の事態は必ず起きる。有事にいち早く対応するには、平時のうちに危機に備える必要がある。⽇本の国⺠⼀⼈ひとりが、国家
安全保障が⽇常⽣活に直結することに気づき、国防の努⼒の必要性を理解すべきだろう。

政治家もまた、利権や⾃分の政治⽣命ばかりではなく、国家の主権と独⽴を守ることを第⼀の⽬的にしなければならない。
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